
漢
訳
経
典
に
お
るけ
の

訳
語
と
そ
の
変
遷

―

・
縛

束

・
偈

・
伽

他
―

は
じ
め
に

梵

語

の

は
、

後

漢

の
安

世
高

に

よ
つ
て
「
絶
」

と
漢
訳

さ

れ

た
が
、
(
1
)

同
じ
後
漢
の
支
婁
迦
讖

は
新
た
に

「
偈」
と
訳
し
、
更
に
句
数

を
偶
数
に
仕
た
て
、
句
中

の
字
数
も
均

一
化
し
、
そ
し
て
こ
れ
が
後

の

漢
訳
仏
典

の
標
準
形
態
と
な
っ
て
い
く
。

こ
こ
で
は
、

の
訳
語
の
変
遷
ー

「絶
」
か
ら

「
偈」

へ
改
訳
さ

れ
、
さ
ら
に

「伽
陀
」
や

「伽
他
」
と
い
っ
た
複
音
節
詞
と
し
て
写
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
要
因
を
述

べ
、
ま
た
「
偈
」
は

「
偈
陀
」
や

「
偈

他
」

の
略
語
な
の
か
、
な
ど
の
諸
問
題
を
検
証
す
る
。
そ
し
て
安
世
高

訳

『道
地
経
』
の

「縛
束
」
に
つ
い
て
も
、
あ
わ
せ
て
検
討
を
加
え
る
。

1
、
『
七
処
三
観
経
』
と

『雑
阿
含
経
』
の
偈

『七
処
三
観
経
』
で

は

「絶
」
と
訳
さ
れ
、
高
麗
版
に
十
二
例
、

宋
元
明
の
三
本
に
は
十
五
例
を
検
出
で
き
る
。
以
下
に
第
十
二
経

(『
大

正
蔵
』
二

・
八
七
七
下
)
を
あ
げ
る
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号

平
成
十
七
年
十
二
月

齊

藤

隆

信

聞
如
是
。

一
時
仏
在
舎
衛
国
、
行
在
祇
樹
給
孤
独
園
。
仏
告
比
丘
、
若
比
丘

有
四
行
、
不
自
侵
、
要
近
無
為
。
何
等
為
四
?

是
問
比
丘
持
戒
行
戒
律
根
、

亦
閉
至
自
守
意
。
飯
食
節
度
、
不
多
食
、
不
喜
多
食
。
上
夜
後
夜
常
守
行
。

是
為
四
行
。
比
丘
不
自
侵
、
亦
近
為
。
従
後
説
絶
、

若
比
丘
立
戒
根
 
亦
摂
食
亦
知
節
度
 
亦
不
離
覚
 
如
是
行
精
進
 
上
夜

後
夜
不
中
止
 
要
不
自
侵
減
要
近
無
為

仏
説
如
是
。

「従
後
説
絶
」
と
い
う
定
型
の
冠
句
と
、
「仏
説
如
是
」
と
い
う
定
型
の

結
句
が
前
後
に
配
さ
れ
、
そ
の
中
間
に
置
か
れ
る
文
章
は
、
そ
の
直
前

に
あ
る
長
行
の
内
容

(「四
行
」)
を
復
唱
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

「従

後
説
絶

(こ
の
後
に
絶
を
説
く
)」
の

「絶
」
と
は

の
訳
語

で
あ
り
、

後
世
の

「
偈
」
と
同
義
で
あ
り
、
安
世
高

が
、
を

「絶
」
と
漢

訳
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の

「絶
」
は
、
同
じ
く
安
世
高
訳
で
あ
る
こ
と
が
論
証
さ
れ
た

一

巻
本
の

『雑
阿
含
経
』
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
(
2
)

全
二
七
経
が
収
め
ら

れ
る
中
、

「絶
」
は
七
箇
所
を

数
え
る
。
以
下

に
第

二
六
経
の
全
文
を
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漢
訳
経
典

に
お
け
る

の
訳
語

と
そ

の
変
遷

(齊

藤

)

あ

げ

る

(
二

・
四
九
八
下
)
。

聞
如
是
。

一
時

仏
在
王
舎
国
時
、
有
婆
羅
門
名
為
不
侵
行
者
、

至
仏

所
、
与

仏
談

一
処
坐
。
已
一
処
坐
、
不
侵
行
者
向
仏
説
如
是
、
我
名
為

不
侵
。
仏
報
言
、

如
名
意
亦
爾
。
爾
乃
婆
羅
門
応
不
侵
。
従
後
説
絶
、

若
身
不
侵
者
　

口
善
意

亦
然

如
是
名
不
侵
　

無
所
侵
為
奇

即
不
侵

行
者
従
坐

起
、
持
頭
面
著

仏
足
下
、
従
今
持

教
誠
、

不
復
犯

五
戒
。

仏
説
如
是
。

こ

の

「従

後

説
絶

」

に
対

す

る
異

訳

の
劉

宋

求

那
跋

陀

羅

訳

『
雑

阿

含

経

』

(
二

・
三
〇
七
下
)
、

後

秦

失

訳

『別

訳

雑

阿

含
経

』

(
二

・
四
〇

一
中
)

で
は
、

と

も

に

「即

説
偈

言

」

と

な

っ
て

い

る
。

ま

た

残

る
六

箇

所

の

「従
後

説
絶

」
、

「説
絶

辞

」
、

「説

是
絶

」

も

、

異
訳

で

は

み
な

「
偈
」

と

さ

れ

て

い
る
。

こ

の
う

ち

「
絶
辞

」

な

ど

は
、

後

の

「
偈
頌
」

と

同

じ

よ

う

に
梵

漢

混

清

の
複

音

節

詞

と

し

て
訳

さ

れ

て

い
る

唯

一
の
例

で
あ

る
。

2

、

「絶
」

の
語
音

安
世
高

は
な
ぜ
を

「
絶
」
と
漢
訳
し
た

の
か
。
こ
の

「
絶
」

(3
)

は
意
訳
で
は
な
く
、
音
写
語
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
梵
語

の
対
音
と

し
て
用

い
ら
れ
た

「
絶」
の
上
古
音
の
音
価
を
確
認
し
な
け

(
4
)

れ

ぼ

な

ら

な

い
。

「
絶
」

…

従

母
、

入
声

月

部

、
合

口
、

全

濁

歯

音

四
等

、

舌
尖
前
の
塞
擦
音

「
偈」
…
[
*
g
j
i
a
d
h
]

群
母
、
去
声
祭
部
、
開
口
、
全
濁
牙
音
三
等
、

舌
根
の
塞
音

声
母
に
つ
い
て
は
、
「
絶」
と

「
偈」
の
調
音
点

の
相
違
が
あ
り

(舌
先

音

と
喉
音
[
g
-
]

)
、
と
て
も
近
似

の
声
母
と
は
な
り
え
ず
、

(5
)

も

こ
れ

6

保

留

し

て

い
る
。

よ

っ
て

の
対

音

と

し

て

の
声

母

は

、

こ

の
後

漢

に
あ

っ
て

は

「
絶
d
a
-
」

よ

り

も
、

む

し

ろ
支

婁

迦
籤

の
用

い

た

「
偈
g
-」

が

ふ

さ

わ

し

か

っ
た

こ
と

に
な

る
。

一
方

韻

母

に

つ

い
て

は
、

「
絶
」

も

「
偈
」

も

と

も

に
元

音

は

同

じ

く

[
-
a
-
]
で
あ

る

。

ま

た

韻

尾

も

そ

れ
ぞ

れ

舌

尖

閉

塞

音

[
-
t

]
`
[
-
d
h
]
を
有
し
て
い
る
.
し
た
が
つ
て
「
絶
」

と

「
偈
」

の
韻

母

は
、

と

も

に
梵

語

冨

の
対

音

と

な

り

う

る
音

価
を

有

し

て

い
た

と

い
え

る
。

3
、

「
偈
」

の
定
着

支
婁
迦
讖

以
降

は
、
安
世
高

の

「
絶」
を
踏
襲
す
る
こ
と
な
く
、
か

わ

っ
て

「
偈
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

し
だ

い
に
こ
れ
が
定
着

し
て
い
く
。
そ
の
原
因
を
以
下
の
二
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
音
価
か
ら

A

〈声
母
〉
、
「
絶
」
の
推
定
声
母
[
d
z
-
]舌
尖
前
の
塞
擦
音

で
あ

り
、

の
対
音
と
し
て
許
容
で
き
な
か
っ
た
。

一
方
で

「
偈」

の
声

母
で
あ
る
舌
根
塞
音
は
対
音
と
し
て
相
応
し
か

っ
た
。

B

〈元
音
〉
、
「
絶」
の
上
古
元
音

[
-
a
-

]
が
、
中
古

へ
の
過
渡
期

で
あ

3
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る
後
漢

に
お
い
て
、
舌
の
位
置
が
上
昇
し
、
少
し
ず

つ
そ

の
音
価
を

[
-
ε
-
]

に
変
化
さ
せ
て
き
た
た
め
に
、

に
ふ
さ
わ
し
い
対
音
か
ら
乖

離
し
は
じ
め
て
い
た
。

②
語
義
か
ら

「
絶
」

は
常
用

の
文
字
で
語
義
的
性
格
が
強

い
た
め
、
こ
れ
を
音
写

語
に
用

い
る
こ
と
は
、
混
乱
を
ま
ぬ

き
か
ね
な
い
。
通
常
、
音
訳
漢
字

は
そ
の
文
字
だ
け
で
は
独
立
し
た
意
味
を
な

さ
ず
、
語
義
牲
の
弱
い
常

用
で
な

い
文
字
が
用
い
ら
れ
、
し
か
も
動
詞
は
避
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
こ
れ
は
現
代
漢
語
に
お
け
る
外
来
語
も
同
じ
で
あ
る
。

一
音
節
の

「
絶」
は
、
と
も
す
る
と
意
訳
語
と
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
支

婁
迦
讖
以
降
は

「
絶」
に
か
わ
っ
て

「
偈」
を

用

い
る
よ
う
に
な

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
仏
典
が
訳
出
さ
れ
る
後
漢
以
前

の
漢
籍
に
お
け
る

「
偈」

と
い
う
字

は
、
そ
の
使
用
頻
度
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
常
用
の
文
字

で

は
な
い
。
『荘
子
』
(天
道
)
・
『詩
経
』
(国
風
)
・
『
漢
書
』
巻
七
十
な
ど

に
見
ら
れ

る
程
度

で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
擬
声
語
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
地

名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

4
、
「
偈
」
の
複
音
節
化
と
そ
の
時
期

「
偈
」

と

は

.「陀

」

や

「他

」
を

省

略

し

た
語

で

あ

る

と
す

る
者

も

い

(
6
)

る
が
、
少

な
く
と
も
後
漢
か
ら
魏
晋
南
北
朝
中
期
に
い
た
る
訳
経
中
の

「
偈
」
は
、
舌
尖
閉
塞
韻
尾

[-
d
h]を
帯
び
て
い
る
た
め

「
偈
陀
」
や

「
偈他
」

の
略
語

で
は
な
く
、
こ
の

一
字

で

の
対
音
で
あ
っ
た
。

漢
訳
経
曲
ハに
お
け
る

の
訳
語
と
そ
の
変
遷

(齊

藤
)

も
し
漢
訳
者
が
を

複
音
節
詞

「
偈陀
」
や

「
偈
他
」

で
漢
訳
す

る
な
ら
ぼ
、
「
偈
」

の
[
-
d
h
]

が
消
失
し
、
[-
i
]に変
化

し
た
後

で
な
け

れ
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
い
つ
か
。
水
谷
真
成

は
永
明
年
間
の
詩
人
に

お
け
る
去
入
の
押
韻
情
況
と
梵
漢
対
音
を
調
査

し
た
結
果
と
し
て
、
四

世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀

の
前
半
ご
ろ
に
は
去

声
の
閉
鎖
韻
尾
が
消
失

(
2
)

し
、
入
声
と
は
独
立
し
た
と
報
告
さ
れ
た
。

そ
の
精
確

さ
は
周
祖
護

『魏
晋
南
北
朝
韻
部
之
演
変
』
(東
大
図
書
公
司
、

一
九
九
六
年
、
台
北
)
の

合
韻
表
と
合
韻
譜
に
よ
れ
ぼ
、
去
入
通
押
の
例

が
さ
ら
に
長

い
期
間
に

わ
た

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
追

っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。中

古
漢
語

で

「
偈
」
の
音
価
は

で
あ
り
、

の
音
訳
に
は

な
り
え
な
い
。
そ
こ
で

の

の
対
音
漢
字
を
補
う
必
要
が
生
じ

た
た
め
に
、
同
じ
く
舌
尖
を
調
音
点
と
す
る
声

母
を

有
す
る
文
字

が
必
要
と
な
り
、
「他

」
が
選
択
さ
れ
て
く

る
。
そ
の
最
初

の
事
例

は
、
お
そ
ら
く
東
晋
の
僧
伽
提
婆
訳

『中
阿
含
経
』
(
一
・
七
〇
九
中
)

と
思
わ
れ
る
。

5
、
「伽
他
」

の
使
用
と
そ
の
時
期

「伽
他

(陀
)」
の
最
早
の
使
用
例
と
し
て
は
羅
什
の
訳
経
中
に
見
ら

れ
る

(『大
品
般
若
経
』、
『妙
法
蓮
華
経
』、
『仏
蔵
経
』、
『華
手
経
』)
が
、
そ

れ
ら
は
す
べ
て
十
二
部
経
を
列
挙
す
る
際
に
限
ら
れ
て
い
る
。

が

複
音
節
詞
で
訳
さ
れ
る
と
、
「
偈
他
」
よ
り
む
し
ろ

「伽
他
」
が
常
見

3
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漢
訳
経
典

に
お
け
る

の
訳
語

と
そ

の
変
遷

(齊

藤
)

と
な
る
。
そ
れ
は

「
偈」

の
中
古
音
韻
尾

で
は

の
音
写
語

と
し
て
相
応
し
く
な
く
、
長
母
音
6
あ
て
る
平
声

の

「伽
」
(中
古
音

[
])
が
適
当
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
上
古
音
よ
り
入
声
韻
尾
を
も
た
な

い

「伽
」
は
、
「他
」
を
補
う
こ
と
で

「
偈
」
と
と
も
に
同
じ
時
代
を
平

行
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
十
二
部
経
の
中

の
を

「伽
他
」
と

写
し
て
い
る
羅
什
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
で
は
す
べ
て

「
偈」

を
用
い
て
い
る
こ
と
が
そ
の
証
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
同

一
漢
訳
者
に

よ
る

「伽
他
」
と

「
偈」
の
使
い
分
け
は
、
五
世
紀
初
頭
か
ら
六
世
紀

に
か
け

て
、
仏
駄
跋
陀
羅

・
曇
無
纖

・
求
那
跋

陀
羅

・
法
顕

・
菩
提
流

支

・
般
若
流
支
な
ど
の
訳
経
中
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。

よ

っ
て

「伽
他
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
、
た
だ
ち
に

去
声

「
偈」
の
閉
塞
韻
尾

[

の
消
失
を
物
語

っ
て
い
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
同

一
漢
訳
者
に
よ
っ
て
使

い
分
け
が
な
さ
れ
た
理

由
と
し

て
は
、
十
二
部
経
を
並
べ
る
さ
い
に
、
「修
多
羅
」
「祇
夜
」
「受

記
経
」
な
ど
と
、
み
な
複
音
節
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
逆
に

一
音
節

の

「
偈
」
で
は
安
定
感
が
と
も
な
わ
な
い
た
め
に
、
あ
え
て
複

音
節
詞

の

「伽
他
」
を
用
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
そ
れ
で
は

「伽
他
」
が
「
偈

」
に
代
わ
る
時
期
は
い
つ
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
に
は

「
偈」
と
同
じ
去
声

の
閉
塞
韻
尾
を
有
す
る
別
の

音
写
語
を
例
と
し
て
、
そ
の
音
写
語
が
別
の
音
写
語
に
代
わ
る
時
期
を

確
認
す
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
に
は

「三
昧
」
が
格
好
の
用
例
と
な
る
。
支

婁
迦
讖

か
ら
用
い
ら
れ
る

「三
昧
」
の
上
古
音
は

で
あ
り
、

の
対
音
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
後

に

「昧
」
(去
声
隊
韻
)

の
閉
塞
韻
尾
が
消
失
し
て

に
変
化
し
、

と
な

っ
た
た
め
、

も
は
や
音
訳
語
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
。
そ
こ
で
梵
語

の
長
母
音

の
対
音
字
を

新
た
に
あ
て
る
必
要

か
ら
、
平
声

「摩

」

が
採
用
さ
れ
、
更
に
舌
尖
閉
塞
音
を
補
う
べ
く

「地
」
も
採
用
さ
れ
た
。

す
べ
て
は

「昧
」

の
音
変
化
が
も
た
ら
す
現
象
で
あ
り
、
唐
代
以
降
の

密
教
文
献

で
は

「三
摩
地
」
(

)

が
常
用
と
な

っ
て
く
る
。

で
は

「三
昧
」
か
ら

「三
摩
地
」
に
代
わ

る
時
期
は
い
つ
か
。
そ
こ

で
注
目
で
き
る
の
は
隋
の
闍
那
掘
多

(五
二
三
～
六
〇
〇
)
の
訳
経
で
あ

る
。
彼

の
漢
訳
は
北
周
武
帝

の
廃
仏

(五
七
四
)
を
境
に
前
期
と
後
期

に
分
類
で
き
る
。
そ
の
後
期
の
訳
出
は
、
『
添
品
法
華
』
を
除
け
ぼ
開

皇
五
年

(五
八
五
)
か
ら
同
十
六
年

(五
九
六
)
に
及
び
、
総
計
三
七
部

あ
る
訳
経
の
ほ
と
ん
ど
が
現
存
す
る
。
と
こ
ろ
で
彼
は
そ
の
漢
訳
の
初

期
か
ら

一
貫
し
て

と

の
訳
語

に

「三
昧
」
と

「
偈」
を

あ

て
て
い
た
が
、
晩
年

の
開
皇
十
五
年
か
ら

は
概
ね

「三
摩
地
」
と

「伽
他
」
に
改
め
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
音

価

の
変
化
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
同
時
期
に

「昧
」
と

「
偈」

の
閉
塞
韻
尾
が

消
失
し
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

と

の
対
音

か
ら
乖
離
し

て
し
ま

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

漢
字
音
は
急
激
に
変
化
す
る
こ
と
な
く
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も

緩
や
か
に
変
化
し
定
着
し
て
い
く
。
「昧
」
を

含
む
祭
部
は
字
音

の
演

変
過
程
に
あ
る
南
北
朝
で
は
、
詩
文

に
お
い
て
入
声
屑
部
と
押
韻
さ
せ

4
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る
も
の
と
そ
う
で
な

い
も
の
と
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
訳
者

に
お
い
て
も

一
様
で
は
な
か

っ
た
と
言
え
る
。
南
北
朝
の
中
ご
ろ
か
ら

「
偈」
や

「三
昧
」
の
漢
字
音
が
す
で
に
梵
語
の
対
音
と
し
て
は
相
応

し
く
な
く
な
り
、

一
部
の
訳
者
に
は
自
覚
的
と
な
り
、
つ
い
に
隋

の
闍

那
堀
多

の
最
晩
年
に
お
け
る
訳
経
中
に
顕
在
的
と
な

っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は

『大
唐
西
域
記
』
(五
一
・
八
八
二
下
)
や
玄
応

『
一
切
経

音
義
』

(高
麗
蔵
三
二
・
三
一
二
下
)
な
ど
の
記
述
か
ら
も
証
明
し
う
る
の

で
あ
る
。

偈
〉

↓
偶
他

↓
伽
他
[

三
昧

↓
三
摩
地

6
、
安
世
高
訳

『
道
地
経
』
の
偈

『出
三
蔵
本
記
集
』
十
四

(安
世
高
伝
)
に
よ
る
と
、
外
国
三
蔵

の

衆
護
が
編
集
し
た
本
来
の
二
十
七
章
を
、
安
世
高
が
七
章
に
剖
析
し
た

も
の
が

『道
地
経
』
で
あ
る
と
い
う
。
現
存
す
る

『道
地
経
』
も
七
章

か
ら
な

っ
て
い
る
。
本
経
に
お
い
て
は

「
絶
」
や

「
偈
」
の
音
写
語
は

存
在
せ
ず
、
「従
後
縛
東
説
」
や

「従
後
束
結
説
」
な
ど
と
意
訳
さ
れ

て
い
る
。
異
訳
の
西
晋
竺
法
護
訳

『修
行
道
地
経
』
で
は

「即
説
頒
日
」

や

「於
是
頒
日
」
乏
さ
れ
る

(十
五

・
一
八
二
上
下
)。
「縛
束
」
・
「束
結
」

(8
)

は

「ま

と

め

る

・
概

括

す

る

・
総

結

す

る
」

と

い
う

義

で
あ
り

、

「長

行

の
内

容
を

こ

の
後

に

ま

と

め

て
説

く

」

と

い

う

よ

う

な

意

味

に

な

る

。

安

世

高

が

あ

る
時

は

「
絶
」

と
音

訳

し

、
ま

た

あ

る
時

は

「縛
束

」

「
束

漢
訳
経
典
に
お
け

る

の
訳
語
と
そ

の
変
遷

(齊

藤
)

結
」
な
ど
と
意
訳
し
て
い
る
。
漢
訳
年
代
に
つ
い
て
い
え
ぼ
、
『歴
代
三

宝
紀
』
の
記
事
で
は
あ
る
が
、
『七
処
三
観
経
』
は
元
嘉
元
年

(
一
五
一
)

の
訳
出
で
あ
り
、
『道
地
経
』
は
漢
永
康
元
年

(
一
六
七
)
で
あ
る
。
も

し
こ
れ
を
信
頼
す
る
な
ら
ば
、
安
世
高
は
は

じ
め

「
絶」
と
音
訳
し
、

後
に

「縛
束
」
な
ど
の
意
訳
を
も
っ
て
代
替
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
し

た
が

っ
て

「
絶」
を
用
い
る
訳
出
年
次
不
明
の

『雑
阿
含
経
』
は
、
『道

地
経
』
の
訳
出

(
一
六
七
年
)
よ
り
以
前
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。

お
わ
り
に

安
世
高

は

の
対
音
と
し
て

「
絶
」
を

用
い
た
。
し
か
し
そ
の

訳
語
を
多
く
踏
襲
し
た
は
ず
の
支
婁
迦
讖

は

こ
れ
を
用
い
ず
に
、
新
た

に

「
偈
」
を
採
用
し
た
。
そ
れ
は

「
絶」
の
声

母
の
不

一
致
と
強
い
語

義
性

の
た
め
に
忌
避
さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ

る
。
「
偈」
は
声
母
も
韻

母
も
対
音
と
し
て
相
応
し
く
、
し
か
も
語
義
性

が
弱
く
常
用
字
で
は
な

い
の
で
、
そ
れ
以
後
も
長
く
用

い
ら
れ
て
い
く
。

後
漢
か
ら
南
北
朝
の
中
期
ご
ろ
ま
で
の

「
偈」
の
字
音
は
、
閉
塞
韻

尾

[-
d
h
]
を
伴
う
た
め
、
「陀
」
や

「他
」
を
略

し
た
語
で
は
な
く
、

一

字
で
完
全
な
音
写
語
で
あ
り
え
た
の
で
、
長
期

に
わ
た
る
使
用
を
可
能

に
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
字
音

の
変
化
に
よ
り
、
そ
の
韻
尾
が
漸
進
的

に
消
失
し
た
た
め
、
南
北
朝
末
期
か
ら
隋

に
お
い
て
は
、
も
は
や

の
対
音

で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
不
可
能

と
な

っ
た
。
そ
こ
で
新
た
に

「伽
他
」
と
写
さ
れ
、
こ
れ
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は

「
三
4
1



漢
訳
経
典

に
お
け
る

の
訳
語
と
そ

の
変
遷

(齊

藤
)

昧
」
が

「
三摩
地
」
に
改
訳
さ
れ
る
理
屈
と
同
じ
で
あ

っ
た
。
そ
し
て

こ
れ
ら
は
訳
経
史
上
、
隋

の
闍
那
堀
多
に
は
じ
ま
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ

訳
語
の
変
遷
は
漢
字
音
の
変
化
に
と
も
な
う
訳
者
の
処
置
で
あ

り
た
わ

け
で
あ
る
。

ま
た

「
絶」
な

用
い
た
安
世
高

は
、
「従
後
縛
束
説
」
と
い
う
説
明

句
的
な
漢
訳
も
試
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
仏
典
の
翻
訳
に
前

例
が
な
か

っ
た
た
め
、
安
世
高
は
自
ら
が
漢
訳
法
規
な
確
立
し
な
け
れ

ぼ
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
、

「
絶」
か
ら

「縛
束
」

へ
、
そ
し
て

「
偈」

へ
の
変
遷
は
、
初
期
訳
経
の
苦
慮
な
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

1

林
屋
友
次
郎

「安
世
高

訳

の
雑
阿
含
と
2

一
阿
含
」

(
『仏
教
研
究

』

一

巻

二
号
、

一
九

4
七
年

)、

(許
理
和
)

「関
於
初

期
漢
訳
仏

経
的

新
思
考
」

(
『漢
語
史
研
究

集
刊
』
第

四
輯
、

二
〇
〇

一
年

)
。

2

前
掲
林
屋

〔
一
九
4
七

〕
は
椎

尾
弁
匡

の
成
果

6
高
く
評
価

し
、
本
経

の
安
世

高

訳
出

説

6
補

強

し

て

い
る
。
他

に

。

(桜
部
建
博
士
喜
寿
記
念

『初

期
仏

教
か
ら

ア
ビ
ダ

ル

マ
へ
』
、

平
楽
寺

書
店
、
二
〇
〇
二
年
)

が
あ
る
。

3

李
小
栄

・
呉
海
勇

「仏

経
偶
頌

与
中
古
絶

句
的
得
名
」

(陳
允
吉
編

『仏

経
文
学

研
究
論
集

』
、

二
〇
〇

四
年
)

は
、
安

世
高

の

「
絶
」
と
中

国
詩

の

「
絶
句
」
を

関

連
づ
け
、

ま
た

「
絶
」
が
意
訳

と
音
訳

の
双
方
を

兼
ね

て
い
る
こ
と
を

示
唆

す
る
が
、

賛
同
す

る
こ
と
は
で
き
な

い
。

4

李

方
桂

『
上
古
音
研
究

』

(商

務
印
書

館
、

一
九

八
○
年
)

に
し
た
が

う
。

5

(前
掲
論
文
p
.
2
9
5
)
。

6

朱

慶
之

は

「梵
漢

《
法
華
経

》
中

的
偶
、
頌

和
偶
頌

(
一
)
」
,
(『
漢
語

史
研

究
集
刊
』
第
三

輯
、

二
〇

〇
〇

年
)

に
お

い
て
、

「
偈
是
不
完

全
音

訳
,
其
双
音
節
常

見
形
式
為
偈

陀
」

と
述

べ
る
。

7水
谷
真
成

は
去
声
閉
鎖
音
韻

尾

の
消

滅
を
四
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀

の

前
半

で
あ
る
と
す

る
。

「上
中

古

の
問

に

お
け

る
音

韻
史
上

の
諸
問

題
」

(『
中
国
文
化
叢
書
』

言
語
)

に
お

け
る
上
古
音

去
声
韻
尾

の
消

滅

の
項
、

及
び

「永
明
期

に
お
け
る
新

体
詩

の
成

立
と
去
声

の
推
移
」

(『
吉
川
博
士

退
休
記
念
中
国
文
学

論
集
』
)
を

参

照
。
と

も

に

『
中
国
語
史
研
究
―

中

国
語
学

と
イ

ン
ド
学
と

の
接
点
―

』

(
三省
堂

、

一
九
九

四
年
)

に
収
録
。8

「縛

束
」

は

『
漢
語

大
詞
典

』

(九

巻
九
六

一
頁
)

で

「裏
扎

」

(
つ
つ

む
)
・
「
掴
郷

」

(
し
ぼ

る
)

の
義

と

す

る
。
前

掲

(
p
.
2
9
5
)

と
あ

る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

―
、
縛
束
、
偶
、
伽

他
、
字

音
変
化

(佛
教
大
学
講
師
)
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found in the "Awakening of Faith in the Mahayana," should be interpreted as 
"the essential truth of things" (shin-nyo) or "dharma body" (hosshin), and that 
therefore, the concept of dhatu differs from the concept of "original enlight-
enment." I requested that Mr. Hakamaya did not use the terms "original en-

lightenment" and dhatu interchangeably when discoursing on dhatu-vada, as 
referred to in Mr. Matsumoto's writing. Mr. Matsumoto and Mr. Hakamaya 

responded to my proposal, defending their views. 

 At this time, I doubt that "original enlightenment" is dhatu, as found in 
the "Awakening of Faith in the Mahayana" (Kishin-ron) 

The world of truth, which has no emergence and no disappearance, is the 

world of absoluteness. This human world, which has emergence and disap-

pearance, is the relative world. While describing the Buddha's enlightenment 
in the relative world (shigaku), the concept of "original enlightenment" is ex-

pounded in order to emphasize the contrast between "original enlighten-
ment" in the world of truth (hongaku) and the Buddha's enlightenment during 
His lifetime in India in the relative world (shigaku). Therefore, dhatu is not 
"original enlightenment." This is my counter-response to Mr. Matsumoto 

and Mr. Hakamaya. 

6. The Chinese Equivalent and Transition of Gatha in the Chinese Buddhist 

Canon: jue, fushu, ji, and qieta 

Takanobu SAITO

An Shigao of the Parthian Empire arrived at Luoyang in the Late Han Dy-

nasty, and initiated translation of Buddhist texts into Chinese. Because he

was a first translator, he experienced various difficulties with respect to se-

lection of appropriate vocabulary and idiom. The chief difficulty was to de-

termine proper word choice and usage essentially by himself. This paper ad-

dressed the question of why no later translators shared An Shigao's equivalent

for gatha, jue絶and why the translator Jiumoluoshi(支 婁 迦 識)changed jue

絶into ji偈. Further,I explore why Shenajueduo(閣 那 堀 多)in the Sui dy-

nasty changed ji偈into qieta伽 他
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